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食　　物

1 Na-1　　　　　献立における味・調理法の組み合わせについて

　　　　　　　○石井克枝゛石田佳代゛

　　　　　　　（＊千葉大）

　目的　日常食の献立を考える上で味や調理法の組み合わせに配慮することは、重要なこ

ととされているが、その内容については経験的に判断されている。そこで、料理書に記載

された一般家庭向きの一食分（夕食）の献立153例を分析することにより、味・調理法の組

み合わせの内容を検討した。

　方法　調理法は10種類に分類し、さらに、温度とテクスチャーの視点を加えて調理法を

4つの領域に分け、その組み合わせを調べた。味は料理に使用された調味料から、塩分濃

度、砂糖濃度、食酢濃度を計算し、料理の味の種類を塩味のみ（Ａ）、塩味と甘味（Ｂ）、

酸味と塩味（Ｃ）、酸味と甘味と塩味（Ｄ）の4種類に分類した。味の種類の組み合わせと

味の濃度差を調べた。

　結果　153例の献立の98％は異なる調理法で組み合わされていた。調理領域の組み合わ

せでは2菜献立では98％が2領域からなり、3菜献立では59.7％が3領域、40.3％が2領域の組

み合わせであり、いずれの献立においても温度あるいはテクスチャーの変化力｛認められた。

味の組み合わせは90.8％の献立は異なる味の料理が組み合わされていた。同種の味の料理

の組み合わせのものには、1例の献立を除いて濃度差が認められた。味の組み合わせには

味の種類と濃度に変化をつけていることが明らかになった。

1 Na－2 摂食障害者における食事および調理について

○高橋ユリア’下村道子’大森佐与子＊　山岡昌之¨

　(’大妻女大　¨九段坂病院）

目的　我々にとって食事は「日常の無意識的で通常的な行動」であり、特に重要な意義を

感じながら食事をするという事はあまりないように思う。しかし、拒食症者にとっての食

事には恐怖に近いものがあり、過食症者にとっての食事は、最も重要なくつろぎの時間に

なっているのではないかと考えられる。そこでこのような摂食障害者にとって、食事や調

理をする事が持っている意義について検討を行なった。
　方法　心療内科に通院および入院している、摂食障害者26名にインタビューによる調査

を行なった。この26名に対して、我々は摂食障害者の毛髪中含有微量元素を調べる為に、

毛髪を採取している。この採取時における会話を通して而識を持ち、その後、自然な会話

の中でのインタビューになる事に留意した。
　結果　半数以上の人が自分は食ぺないが、料理を作り人に食べさせる事は好きだと答え

た。この現象は拒食期に多く、家族等に摂食を強制する場合が多かった。家族の摂取する

エネルギーより自分は少ないエネルギー摂取であるという、周囲との比較により、体重増

加をしないという認識と安心感を得ていた。満腹眠や空腹感を食事の尺度にできなくなっ

ている人が多く、すべて他との比較により肥満への恐怖を押さえていた。過食期の人は摂

食欲求を満たす手段として味見を目的に料理を作るが､｀すべて吐きだしていた。食べる事

と生きる事の根本的な結びつきなど、日頃意識せずに食事をしている我々に比べ、摂食障

害者にとっての食事とは、普通では考えられない程の食べる事へのこだわりや、意味づけ

を持たせた特異的なものであり、自分を表現する情報伝達の手段として儀式化していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145


